
 

（８）連結財務諸表に関する注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

 
前連結会計年度 

（平成27年３月31日） 

当連結会計年度 

（平成28年３月31日） 

有形固定資産の減価償却累計額 362,871百万円 365,859百万円

（連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
当連結会計年度

期首株式数(千株)

当連結会計年度

増加株式数(千株)

当連結会計年度 

減少株式数(千株) 

当連結会計年度末

株式数(千株) 

発行済株式     

普通株式 746,484 － － 746,484 

合計 746,484 － － 746,484 

自己株式     

普通株式（注）１，２ 31,985 74 3 32,057 

合計 31,985 74 3 32,057 

  （注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加74千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．普通株式の自己株式の株式数の減少３千株は、単元未満株式の売却による減少であります。 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

該当事項はありません。 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

 

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額 

（百万円） 

１株当たり 

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成26年５月27日 

取締役会 
普通株式 2,857 4.0 平成26年３月31日 平成26年６月９日

平成26年10月30日 

取締役会 
普通株式 2,857 4.0 平成26年９月30日 平成26年12月３日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

 

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成27年５月26日 

取締役会 
普通株式 3,572 利益剰余金 5.0 平成27年３月31日 平成27年６月８日
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当連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
当連結会計年度

期首株式数(千株)

当連結会計年度

増加株式数(千株)

当連結会計年度 

減少株式数(千株) 

当連結会計年度末

株式数(千株) 

発行済株式     

普通株式 746,484 － － 746,484 

合計 746,484 － － 746,484 

自己株式     

普通株式（注）１，２ 32,057 55 3 32,109 

合計 32,057 55 3 32,109 

  （注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加55千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．普通株式の自己株式の株式数の減少３千株は、単元未満株式の売却による減少であります。 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

該当事項はありません。 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

 

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額 

（百万円） 

１株当たり 

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成27年５月26日 

取締役会 
普通株式 3,572 5.0 平成27年３月31日 平成27年６月８日

平成27年10月29日 

取締役会 
普通株式 3,572 5.0 平成27年９月30日 平成27年12月３日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

次のとおり、決議を予定しております。 

 

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成28年５月26日 

取締役会（予定） 
普通株式 3,571 利益剰余金 5.0 平成28年３月31日 平成28年６月８日
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（セグメント情報） 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

 当社は、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、基本的に、当社の事業本部をベースに、取り扱う製品・サービスの種

類・性質の類似性等を考慮したセグメントから構成されており、「発電・社会インフラ」、「産業インフ

ラ」、「パワエレ機器」、「電子デバイス」及び「食品流通」の５つを報告セグメントとしております。

なお、この５区分の報告セグメントについては、いずれも、二以上の事業セグメントを集約して一つの報

告セグメントとしております。 

 また、当連結会計年度より、組織構造の変更に伴い、「発電・社会インフラ」、「産業インフラ」及び

「パワエレ機器」の各報告セグメントにおいて、集約する事業セグメントを変更しております。 

 なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開

示しております。 

 各報告セグメントに属する主な製品及びサービスは次のとおりであります。 

報告セグメント 主な製品及びサービス 

発電・社会インフラ 
火力・地熱・水力発電設備、太陽光発電システム、燃料電池、エネルギーマ

ネジメントシステム、電力量計、スマートメータ、情報システム 

産業インフラ 

変電設備、産業電源設備、産業用ドライブシステム、プラント制御システ

ム、産業用エネルギーマネジメントシステム、データセンタ、コントロー

ラ、計測機器・センサ、放射線管理システム、電気・空調設備工事 

パワエレ機器 
インバータ・サーボ、モータ、輸送システム、無停電電源装置（ＵＰＳ）、

パワーコンディショナ（ＰＣＳ）、配電盤、受配電・制御機器 

電子デバイス パワー半導体、感光体、ディスク媒体 

食品流通 飲料・食品・物品自販機、店舗・流通システム、ショーケース、通貨機器 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と同一であります。 

 報告セグメントの利益又は損失は、営業利益又は営業損失ベースの数値であります。 

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日） 

（単位：百万円）

 
発電・社会

インフラ 
産業インフ 

ラ 
パワエレ機

器 
電子デバイ

ス 
食品流通

その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

連結財務諸

表計上額

（注３）

売上高   

外部顧客への売上

高 
167,477 187,264 174,123 130,772 118,824 32,215 810,678 - 810,678

セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

1,711 4,094 26,789 6,416 289 28,988 68,289 △68,289 -

計 169,188 191,358 200,912 137,189 119,113 61,203 878,967 △68,289 810,678

セグメント利益又は

損失（△） 
7,786 11,142 7,581 8,071 8,527 1,882 44,992 △5,675 39,316

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス、不動産業、保

険代理業、旅行業及び印刷・情報サービス等を含んでおります。 

   ２．調整額の内容は以下のとおりであります。 

    セグメント利益又は損失                            （単位：百万円） 

 全社費用※ △5,739

 セグメント間取引消去 63

合計 △5,675

 ※全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。 

 

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日） 

（単位：百万円）

 
発電・社会

インフラ 
産業インフ 

ラ 
パワエレ機

器 
電子デバイ

ス 
食品流通

その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

連結財務諸

表計上額

（注３）

売上高   

外部顧客への売上

高 
174,007 198,551 175,847 116,155 114,400 34,587 813,550 － 813,550

セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

1,480 3,407 27,124 3,690 586 27,999 64,289 △64,289 －

計 175,488 201,959 202,972 119,846 114,987 62,586 877,840 △64,289 813,550

セグメント利益又は

損失（△） 
9,736 12,966 7,755 9,863 7,825 2,335 50,481 △5,475 45,006

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス、不動産業、保

険代理業、旅行業及び印刷・情報サービス等を含んでおります。 

   ２．調整額の内容は以下のとおりであります。 

    セグメント利益又は損失                            （単位：百万円） 

 全社費用※ △5,482

 セグメント間取引消去 7

合計 △5,475

 ※全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。 

富士電機㈱（6504） 平成28年３月期 決算短信

- 23 -



 

（１株当たり情報） 

項目 

前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 

至 平成28年３月31日） 

１株当たり純資産額（円） 406.39 322.52 

１株当たり当期純利益（円） 39.16 42.90 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益（円） 
39.13 42.86 

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 

至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 

至 平成28年３月31日) 

１株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益（百万

円） 
27,978 30,644 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益（百万円） 
27,978 30,644 

普通株式の期中平均株式数（千株） 714,465 714,402 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円） 
－ － 

普通株式増加数（千株） 516 516 

（うち新株予約権（千株）） 516 516 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要 

－ － 

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 
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